
令和２年度 学びの丘学園経営要綱 要旨 作成 学園ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ     
村上和之 

     自己教育力と協働的学習力を身に付けた子どもの育成 
    ～学園・家庭・地域が思いを一つに手を携えて取り組む小中一貫CSの推進 

                      ※CSとはコミュニティ・スクールの略です。 

自他を大切にし、 かか
わりをふかめる子ども 

主体的・対話的に学ぶ
子ども 

意欲的に健康や体力
を増進する子ども 

徳 知 体 

・生活習慣・学習習慣の育成を大切にする学園 
・子どもの伸びの事実を大切にする、実行力のある学園 
・家庭・地域と協働する、信頼される学園 

・生活習慣・学習習慣を育成する家庭 

・学園・家庭・地域社会のルールを守らせ、きちん
としつけをする家庭 
・挨拶や家庭の役割を果たす子どもを育てる家庭 

・挨拶運動、地域ボランティア活動 
・善行を地域で誉める 

・参画する喜び、地域愛につながる行事を
企画実行する地域 

学園 

家庭 地域 

・使命感・責任感を持ち、子ども理解に努める教師 
・創造的・主体的に実践し自己研鑽に努める教師 
・組織的・協働的・創造的に教育活動を行う教師 

具 体 目 標 

学 園 教 育 目 標 

そ
れ
ぞ
れ

こ
ん
な
姿

を 

目
指
し
て

い
ま
す 

教育課題 経営課題 

「本気で学ぶ心」と「学び合う力」を身に付けた子どもの育成 
  ○ 「本気で学ぶ心」～やる気をもって自分から学ぶ子 
  ○ 「学びあう力」～自他を尊重し関わりを深め、考えを高める子 

重点目標 



   宗像市立自由ヶ丘中学校 
   宗像市立自由ヶ丘小学校 
   宗像市立自由ヶ丘南小学校 

「学校安心メール」の登録をお願いします。 
  緊急連絡・行事等をお知らせします。 
  対象～保護者・地域の方 
※問い合わせ先  各学校 教頭先生 

校長先生と一緒に朝の挨拶をしていると男
の子が話しかけてきました。 
「うちの学校にはハートがあるんよ。」 
「？？？」 「ここ、ここ。」 

なるほど、ありました。木が二股に分かれ
ていて、子どもの目の高さまでしゃがむと
「ハート」の形のすき間が見えました。 
「ハートのある学校」、響きがいいですね。 
形だけではなく「心」が育っている学校。 

子どもの目線で物事を見ることで新たな発
見がありました。 

自由ヶ丘小学校 

教育課程・授業づくり 
家庭・地域との 

協働 
研修・組織 

基盤づくり 

②UDLを基盤とした日常の授業づくり    
と言語活動の充実を図る授業研究 

③小中一貫ふるさと学習カリキュラム 
の開発・実践・改善 

④児童・生徒交流活動やボランティア
活動の充実 

⑦家庭・地域との協働的連携
強化 

⑤主体的マネジメントを発揮す
る組織運営 
⑥効果的な評価 

①教育活動と教育環境の基盤「授業１０則・学級経営１０則」に基づく指導の重点化 

重点方策 

自由ヶ丘中学校 

自由ヶ丘南小学校 

授
業
風
景 

令和２年度 第1回 学校運営評議委員会 ７月８日水曜日18:30～ 
自由ヶ丘南小にて 

学園としての目指す子ども像をグループで協議・発表し、さらに全員
で検討しました。その結果、 
①ふるさと「学びの丘」を愛する子、ふるさと「学びの丘」が好きな子 
②目標や夢に向かう子 
③自他を大切にする子、の三つに集約しました。それぞれ持ち帰って
検討し、第２回の評議委員会で話し合うことになりました。 

学園経営構想などの提案 教育長より委嘱状交付 
           本年度の学校運営評議委員   （敬称略） 
福岡教育大学教授 伊藤克治  自中P会長 荒木慶行 
コミセン事務局長 塚本訓康  自小P会長 林田宏貴 
〃    第二区長 鈴木 章   自南小P会長 德永圭介 
〃    青少年育成部長 占部光安 
〃    主任児童委員 小橋由紀子 
  

伊藤先生に指導助言をいただきました。 

 ・評議委員会と運営協議会の違い 
 ・他地区の運営状況 
 ・本学園の良さ・強み・課題 など 

    KJ法で子ども像を検討  伊藤先生より指導助言 


